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自治会・町内会は、同じ地域に住む人たちが安心して心地よく暮らせるように力を合わせる、小さ
なコミュニティです。普段はちょっとしたご近所づきあいでも、災害などの困ったときには大きな支
えになります。防災活動も自治会・町内会の活動の一つで、地域の安全を守る重要な役割を果たして
います。
例えば、避難訓練の実施や、防災備品の管理、情報共有の体制づくりなど、緊急時に備えた取り組

みを行っています。災害はいつ起こるかわからないため、地域の絆を深め、みんなで助け合える基盤
を日ごろから整えることが大切です。

「私たちの自治会では毎月防災実習の日があって、地域の防災の班長
さんが主導となり、自分たちで防災倉庫の鍵を開けたり、機材を点検
したりしています。最初は戸惑いもあったけれど、繰り返し取り組む
うちに、皆さんが主体的に動けるようになったんです。」そう語るのは、
地域の防災指導員の永井さん。
自治会での防災活動は、災害時の安否確認や助け合いを円滑にする
ために欠かせないものです。

小さくても“やれること”を

私たちの防災活動私たちの防災活動
●�防災訓練（安否確認、避難訓練、
消火訓練など）

●防災資機材の点検・管理
●�高齢者や要配慮者の見守り�
声かけ体制づくり

●防災マップの作成・確認�
●災害時の連絡体制の整備

問　町民課地域支援班　（☎71-3313）

－自治会・町内会の活動紹介－－自治会・町内会の活動紹介－
みみんんななででつつくくるる、、みみんんななののままちち

普段から顔の見える関係が、普段から顔の見える関係が、
いざという時に助け合えるつながりに！いざという時に助け合えるつながりに！

定期的にテントの組立方法を
確認し、虫干しを行います。

防災倉庫の中にある機材の�
確認・点検をしています。

防災指導員�永井さん
(富士見が丘1地区)

「私も自治会と関わるようになる前までは、地域の人の名前を知らな
かったんです。いざという時に頼れるよう、普段からの繋がりが必要なんですね。一緒
に活動してくれる方が増えれば、もっと心強いですね。」と永井さんは呼び掛けます。
「若い人も年配の方も、それぞれできることが必ずあります。忙しいときは、見るだけで
も大丈夫。お互いの存在を認め合い、支え合える地域で暮らせたら、きっと安心して毎日
を過ごせますよね。」
私たちの生活を支える自治会活動。皆さんも、この輪にぜひ加わってみませんか？
小さな行動が、大きなつながりを生むきっかけになるかもしれません。

自治会・町内会に加入するには？
⇒�ご近所の方に聞いてお住まいの地域の組長さんをお尋ねいただくか、
町民課までお気軽にお問い合わせください。
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自殺の多くは、一人で問題や悩みを抱え込み、こころが追い詰められた結果として起こります。これは
特別なことではなく、誰にでも起こり得ることです。
国内における自殺者数は、働く世代や高齢者の割り合いが目立つ傾向に変わりませんが、近年は、女性
やこども・若者の自殺者数が増加しており、全世代に向けて自殺予防を推進していくことが必要です。

－あなたとあなたの大切な人の命を守るために－

3月は自殺対策強化月間です！

こころやからだの不調を我慢し続けることは、知らないうちに、いのちのSOSを見逃していることがあります。
自殺の背景には、健康問題や生活困窮、友人関係、育児・介護疲れなどさまざまな要因があり、重なり合うこと
で自殺のリスクが高まると言われています。
辛さや不安は一人で抱え込まず、どんなささいなことでも大丈夫です。少し話してみませんか。

皆さんが考える機会をもってもらうために…

こころとからだの不調、早めの相談が大切…

自殺に関する誤解や偏見をなくし、自殺への正
しい知識を増やしてもらうため、自殺予防に関す
る普及啓発を行います。期間中は、二宮西中学校
の生徒による、「いのち」をテーマにした作品も展
示します。

と　き 3/10火～29日
ところ ラディアン　展示ギャラリー

自殺予防に関するパネル展示

こころとからだの相談ができる個別健康相談のほか、血圧や血管年齢が測定できる健康測定会を実施します。
相談会では、保健師や社会福祉士が相談に応じますので、個別相談をご希望の方は、お気軽にご連絡ください。

と　き 3/18水①9:15～、②10:15～、③11:15～
ところ ラディアン　展示ギャラリー（健康測定会）、ミーティングルーム３（個別相談会）
定　員 各回 1 組(1 組 45 分程度)
その他 ・個別健康相談は事前予約制

・健康測定会は予約不要

「こころとからだの相談ができる個別健康相談」と「健康測定会」

自殺対策強化月間に合わせて、町図書館内の特
設コーナーで普及啓発を実施します。
「こころの健康」「リラクゼーション」「自殺対策」
に関する本や、いのちについて考える絵本などを
まとめて紹介していますので、ぜひご覧ください。

と　き 3/3火～31火
ところ 図書館　特設コーナー (2階)

関連図書の特設コーナーを設置
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二宮町民いのちの相談窓口 子育て・健康課 71-7100 🈷🈷〜金　8時30分〜17時15分
（土日・祝日・年末年始を除く）メンタルヘルスに関する相談 平塚保健福祉事務所 32-0130

こころの電話相談 県精神保健福祉センター 0120-821-606 24時間（年中無休）
※年度初めの4月1日午前0時から4月1日午前9時までは休止

よりそいほっとライン 一般社団法人
社会的包摂サポートセンター 0120-279-338 24時間（年中無休）

チャイルドライン 特定非営利活動法人（NPO法人）
チャイルドライン支援センター

0120-99-7777 
（通
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む

料
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）
毎日16時から21時
（年末年始を除く）
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ＳＯＳダイヤル 文部科学省
0120-07-8310
（通
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）
24時間365日
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センター 神奈川県 045-242-8201 火〜日　9時〜12時　13時〜16時
（🈷🈷🈷🈷🈷🈷🈷🈷🈷🈷🈷

LINE相談
「いのちのほっとライン＠かながわ」 神奈川県 なし 水を除く毎日17時から24時まで（受付は23時30分まで）

※祝日（振替休日を含む）・年末年始除く

一人で悩みを抱えている方や身近な人からサインを感じた・相談を受けた方はご相談ください。
Ｉ Ｄ 
検 索
519

県精神保健福祉センター
自殺対策普及啓発用キャラクター

いちょうちゃんとやまゆりちゃん

問　子育て・健康課健康づくり班　（☎71-7100）
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https://www.town.ninomiya.kanagawa.jp/0000003298.html
https://www.town.ninomiya.kanagawa.jp/0000000519.html



